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適用範囲

コグニザントは、米国海外腐敗行為防止法、英国贈収賄防止法、インド汚職

防止法を含む腐敗防止に関するさまざまな法律、および当社が事業を展開する

各国において適用されるその他の法律に従います。当社は、該当するすべての腐

敗行為防止法を遵守し、これらの法律に違反する贈収賄その他の活動は一切

容認しません。コグニザントの全従業員は本方針とその実施手順に従い、業務

全体を通じてこれらの法律を遵守する必要があります。適用対象には、コグニザン

トが経営上の支配権を有するコグニザントの事業体、子会社およびジョイントベン

チャーのすべての取締役、役員および従業員（総称して「社員および関係者」）が

含まれます。

指針

コグニザントは倫理的な事業運営に努めています。当社のルールはシンプルです。

それは、贈収賄および汚職を一切容認しない、賄賂の授受を行わない、当社に

代わり第三者にそうした行為を依頼したり、その許諾を与えたりしないということで

す。この取り組みは倫理規範の中核を占める要素であり、当社はこれに基づいて

正しい方法で正しい事業活動を行っています。この取り組みを強化し、またコグニ

ザントの評判を保護して、当社の継続的な成功を確実なものにするために、社員

および関係者は全員、以下の指針を理解し、これに遵守する必要があります。

• 贈収賄の禁止。コグニザントの事業に関連し、取引の獲得や継続などの相

手方に対する影響力の行使、または当社がその他の方法では入手できな

い有利な税金、関税または移民待遇などの不正利得の確保を目的とし

て、直接的または第三者を介して間接的に価値あるものの授受に許諾を

与えたり、それを申し入れたり、約束したり、または提供したりしてはなりませ

ん。また、ファシリテーションペイメント（日常的な行政手続きの迅速化を目

的とした政府関係者に対する少額かつ非公式な現金払い）も禁止されてい

ます。さらに、賄賂、リベートその他の不適切な利益を要求または受領しな

いでください。

• 贈答および接待の慎重な提供。当社は適切な場合に限り、贈答および接

待の授受を行います。特に政府関係者が関与する場合は、贈答および接

待（食事、宿泊、旅行など）の授受に伴う固有のリスクに注意する必要があ

ります。贈答および接待は利益相反を生む恐れがあり、事業決定に対する

影響力の行使や不当利得のために、それらを提供してはなりません。コグニ

ザント社外の人物との間で贈答や接待の授受を行う前に、贈答と接待に関

する手順をチェックして、その行為が事前承認要件や制限に該当するかどう

腐敗行為防止に関する 

方針

定義
• 「価値あるもの」には、現金、ギフトカー

ドやバウチャーなどの現金同等物、贈答

品、商品、厚遇、食事、物品、サービ

ス、イベントチケット、接待、航空運賃、

陸上交通、宿泊、トレーニング費用、会

議チケット、観光旅行、便宜供与、雇

用またはインターンシップの機会、寄付、

割引、ローン、将来の雇用の約束など

が含まれますが、これらに限定されませ

ん

• 政府関係者には、次に掲げる組織を代

表し、またはその公式な立場で行動す

る人物が含まれます。

• 政府

• 当該政府の部署、機関または代

行組織（事業体の所有権、支
配権、状態および機能に鑑み、
部分的または全面的に政府／
地方自治体に支配されていると
判断される事業体）

• 公的国際機関
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か確認してください。 

• 慈善寄付またはスポンサーになる行為。慈善寄付およびスポンサーになる行

為は、利益相反を生んだり、意思決定権者に不適切な影響を与えたり、コ

グニザントの事業に関する不当利得のために利用される恐れがあります。慈

善寄付またはスポンサーになる行為に関与する前に、グローバル慈善寄付方

針に規定された慈善寄付要求プロセスに従い、提供された寄付が適切に検

討され、承認を得ていることを確認してください。

• 政治献金。政府関係者に対する不適切な影響の行使、不適切な便宜も

しくは利益との引き換えを目的とした政治献金は、決して容認されません。詳

しいガイダンスについては、米国における政治的活動と政府関係者への贈答

コンプライアンス方針を参照してください。

• 優先雇用の禁止。事業上の優位性その他の優遇措置を入手する目的で、

顧客や政府職員の親戚、または顧客や政府職員から紹介された個人に対

して、雇用、インターンシップまたは職業体験を提供したり、約束したり、もしく

は提供してはなりません。利益相反に対処し、優遇採用を防ぐため、人材獲

得グループが策定したプロセスに従ってください。

• 第三者による不適切な行為の禁止。第三者は、汚職の観点からコグニザン

トにリスクをもたらす恐れがあります。当社が協働するのは信頼に足る個人や

企業のみであり、それを確実に行うため、第三者との契約に先立ち、デューデ

リジェンスを実施します。第三者と契約する前およびその継続的関係を管理

する際には、コグニザントのベンダー雇用プロセスに従い、第三者に対し、高レ

ベルの腐敗行為防止デューデリジェンスである第三者の選定と維持のための

腐敗行為防止コンプライアンス手順が求められていることを確認してください。

• 正確な帳簿・記録を維持する。コグニザントでは、レビュー担当者が取引およ

びサービス／製品ならびにそれに関わる相手方を充分把握できるように、適

切なレベルの詳細さを保ちながら透明かつ正確に全取引の裏付けとなる帳

簿と記録を継続的に保持することが重要です。それに伴って社員および関係

者は、正確かつ完全な形でタイムシート、出張経費報告書、財務諸表、顧

客への請求書その他の記録を提出するとともに、時宜に即して第三者の請

求書の内容を検証する必要があります。

• 合併・買収、およびジョイントベンチャー活動における汚職リスクを軽減する。

ジョイントベンチャーおよび合併・買収は、汚職リスクおよび将来にわたる責任

負担をもたらす可能性のある重要な取引です。ジョイントベンチャーへの着手

または合併・買収への関与に先立って、もしくは必要に応じて迅速に、適切

な腐敗行為防止デューデリジェンスを実施する必要があります。合併・買収

担当法務チームに連絡して、支援を受けてください。

関連方針およびプロセス

• 倫理規範

• コグニザントの倫理コンプライアンスヘ

ルプライン

• 第三者の選定と維持のための腐敗

行為防止コンプライアンス手順

• グローバル慈善寄付方針

• 贈答と接待に関する手順

• 利益相反に関する方針

• 人材獲得グループ

• 出張経費に関する方針

• 米国における政治的活動と政府関

係者への贈答コンプライアンス方針

• 内部告発者および報復禁止に関す

る方針
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疑義および／または違反の報告

本方針に関して疑義がある場合は、倫理コンプライアンスチーム、またはwww.cognizant.com/compliance-helpline の

Q&Aツールを通じてお問い合わせください。本方針に違反する行為に気付いた場合には、必ず声を上げ、その内容を報

告してください。コグニザントは、法律、倫理規範、その他の当社方針の違反または違反の疑いを誠実に報告した人物に

対する報復を禁止しています。本方針の違反の疑いを報告するには、コグニザントの倫理コンプライアンスヘルプライン（安

全かつ機密性を保護した報告システム）www.cognizant.com/compliance-helplineにアクセスしてください。

懲戒処分

本方針およびそれに伴う手順、または適用される腐敗行為防止に関する法律に違反した場合は、現地の法規制に従っ

て、解雇を含む懲戒処分を受ける恐れがあります。
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